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1 .小型化を想定した製品および課題
( 1 )  想定した製品
  モーター駆動により生産ライン上のワークを搬送す
るローラーコンベアを対象とし、これを原寸の百分の
一スケールに小型化した場合の技術的課題について検
討する。
( 2 )  課題の抽出
①放熱性の観点
　製品の小型化により表面積が減少し、モーターから
発生する熱の放散が困難となる。また、内部部品間の
隙間縮小により熱がこもりやすくなる。その結果、効
率低下や故障のリスクが高まるため、小型化後におい
ても放熱性を確保することが課題である。
②加工精度の観点
1 / 1 0 0スケールへの小型化では、部品の加工公差も同
程度に縮小する必要がある。例えば、 1 0 0 m m ± 0 . 1 m m  
は 1 m m ± 0 . 0 0 1 m mに相当し、一般的な工作機械では加
工が困難である。このような高精度部品を製造する技
術の確立が課題となる。
③剛性の観点
　小型化により重量は寸法の三乗、断面二次モーメン
トは四乗で変化するため、重量の増加に対して、相対
的なたわみが増大する。これにより搬送不良や振動が
生じるおそれがあるため、機械の剛性向上が必要であ
る。
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2 .最重要課題と選定理由及び解決策
( 1 )  最重要課題と選定理由  
　剛性向上に関する課題を最重要課題と位置付ける。
剛性はコンベアの構造設計そのものに関わる根本的な
問題であり、機械設計者の専門領域である。一方、
モーターの放熱や加工精度に関する課題は、加工部門
やモーターメーカーの知見を活用することで対応可能
であるため、構造設計に関する剛性の検討を最優先と
した。
( 2 )  解決策
①高ヤング率材料の使用
　ヤング率の高い材料を用いることで剛性向上が期待
できる。例えば、タングステンは一般鋼材  ( S S 4 0 0）
と比較して約 2倍のヤング率を有する。また、金属以
外ではセラミクスやF R Pも鉄より高いヤング率を有し
ており、代替材料として有効である。
②断面形状の最適化
　スケール効果による自重たわみは、断面形状の工夫
によって低減可能である。角材を I  形や  H形断面とす
ることで、断面二次モーメントが増加し、たわみ性能
を向上させることができる。
③削り出し部品の採用
　溶接構造では、溶接欠陥が発生しやすく、たわみ増
加の要因となる。これに対し、削り出し部品を採用す
ることで溶接欠陥のリスクを低減でき、剛性向上およ
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びたわみ抑制に有効である。
3 .新たに生じるリスクと対策
( 1 )  新たに生じるリスク
　剛性向上のための材料変更や構造変更により、製造
コストが増加し、採算性が低下するリスクがある。例
えば、タングステンの使用は加工難易度を高め、加工
工数の増加を招く。また、 I  形やH  形断面の採用は加
工工程の増加につながり、製造コスト上昇の要因とな
る。その結果、 1 / 1 0 0スケール製品の需要に対して利
益を確保できない可能性がある。
( 2 )  対策
　C  A Eによる構造解析および形状最適化を活用し、
試作回数を抑えた効率的な設計手法を採用することで
設計コストを低減する。さらに、機能単位で部品を共
通化し、同一部品の量産効果により加工単価の低減を
図る。
4 .業務遂行において必要な要件
　既存製品を大きく変更する小型化設計に積極的に取
り組むとともに、最新技術の継続的な習得により技術
者としての資質向上を図る。また、リサイクルや再利
用を考慮した循環型製品の開発を通じて、環境保全へ
の貢献を目指す。　以上


